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  （百万円未満切捨て）
１．2019年３月期の連結業績（2018年４月１日～2019年３月31日） 

（１）連結経営成績 （％表示は対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 
2019年３月期 28,084 1.8 3,199 16.3 3,503 20.7 2,303 14.3 
2018年３月期 27,598 9.7 2,749 16.1 2,902 13.4 2,014 11.0 

 
（注）包括利益 2019年３月期 2,094 百万円 （△50.3％)   2018年３月期 4,216 百万円 （54.1％） 
 

 
１株当たり 
当期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり当期純利益 

自己資本 
当期純利益率 

総資産 
経常利益率 

売上高 
営業利益率 

  円 銭 円 銭 ％ ％ ％ 
2019年３月期 96.98 － 6.3 7.4 11.4 
2018年３月期 84.83 － 5.9 6.7 10.0 

 
（参考）持分法投資損益 2019年３月期 － 百万円   2018年３月期 － 百万円 
 
（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 
2019年３月期 48,214 37,795 76.9 1,562.03 
2018年３月期 45,851 36,449 77.9 1,504.65 

 
（参考）自己資本 2019年３月期 37,093 百万円   2018年３月期 35,732 百万円 
 
（３）連結キャッシュ・フローの状況 

 
営業活動による 

キャッシュ・フロー 
投資活動による 

キャッシュ・フロー 
財務活動による 

キャッシュ・フロー 
現金及び現金同等物 

期末残高 
  百万円 百万円 百万円 百万円 
2019年３月期 3,434 △598 △741 11,411 
2018年３月期 3,626 △541 △609 9,329 

 
２．配当の状況 

  
年間配当金 配当金総額 

(合計) 
配当性向 
（連結） 

純資産配当率 
(連結） 第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％ 
2018年３月期 － 11.50 － 16.50 28.00 664 33.0 2.0 
2019年３月期 － 12.00 － 18.00 30.00 712 30.9 2.0 
2020年３月期(予想) － 15.50 － 15.50 31.00   30.7   
2018年３月期期末配当金の内訳 普通配当 11円50銭 記念配当 ５円00銭 
 
３．2020年３月期の連結業績予想（2019年４月１日～2020年３月31日） 
  （％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 
第２四半期（累計） 14,600 5.5 1,550 2.6 1,680 △0.2 1,050 △1.8 44.21 

通期 30,000 6.8 3,400 6.3 3,650 4.2 2,400 4.2 101.06 

 
 



※  注記事項 
（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無 

新規  －社  （社名）、除外  －社  （社名） 
 

 
（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更：無 
②  ①以外の会計方針の変更              ：無 
③  会計上の見積りの変更                ：無 
④  修正再表示                          ：無 
 

 
（３）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2019年３月期 25,372,447 株 2018年３月期 25,372,447 株 
②  期末自己株式数 2019年３月期 1,625,147 株 2018年３月期 1,624,813 株 

③  期中平均株式数 2019年３月期 23,747,476 株 2018年３月期 23,747,790 株 

 
 
（参考）個別業績の概要 
１．2019年３月期の個別業績（2018年４月１日～2019年３月31日） 

（１）個別経営成績 （％表示は対前期増減率） 
 
  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 
2019年３月期 13,233 4.3 2,007 28.6 2,612 26.2 1,922 21.8 
2018年３月期 12,681 14.8 1,561 29.3 2,070 20.1 1,578 16.1 

 

 
１株当たり 
当期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり当期純利益 

  円 銭 円 銭 
2019年３月期 80.96 － 
2018年３月期 66.47 － 

 
（２）個別財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 
2019年３月期 41,819 30,866 73.8 1,299.78 
2018年３月期 39,298 29,770 75.8 1,253.60 

 
（参考）自己資本 2019年３月期 30,866 百万円   2018年３月期 29,770 百万円 
 
※  決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です 
 
※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断
する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は
様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注
意事項等については、添付資料３ページ「１．経営成績等の概況（４）今後の見通し」をご覧ください。 
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

 当連結会計年度におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善、堅調な設備投資など、緩やかな景気回復が続い

ておりますが、一部では中国など海外経済の減速による企業収益の悪化もみられ、世界的な貿易摩擦の長期化な

ど、先行きに不透明感が残る状況で推移してまいりました。

 このような事業環境のなかで、当社グループは経営基盤の更なる強化に取り組むとともに、収益拡大に貢献する

製品開発とその拡販に努めてまいりました。 

 この結果、当連結会計年度の売上高は工業用製品事業の売上高が増加したことにより280億８千４百万円（前期

比1.8％増）と増収となりました。また、利益面でも工業用製品事業の利益が増加したことにより営業利益31億９

千９百万円（同16.3％増）、経常利益35億３百万円（同20.7％増）となりました。中国の太倉市にある連結子会社

において減損損失を計上したことなどにより、親会社株主に帰属する当期純利益については23億３百万円（同

14.3％増）となりました。 

 

  セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。 

① 工業用製品事業

 当セグメントにおきましては、化粧用機能原料の販売増により売上高、利益ともに増加いたしました。この結

果、売上高は203億２千３百万円（前期比2.0％増）、セグメント利益（営業利益）は24億円（同22.7％増）とな

りました。 

② 家庭用製品事業 

 当セグメントにおきましては、新規顧客の獲得や新製品の拡販による増加により、不採算品からの撤退に伴う

減少はありましたが、売上高は増加、利益も製品構成の改善などにより増加いたしました。この結果、売上高は

66億８千５百万円（前期比1.2％増）、セグメント利益（営業利益）は５億３千９百万円（同3.3％増）となりま

した。 

③ その他 

 その他の事業の売上高は10億７千５百万円（前期比1.3％増）、セグメント利益（営業利益）は２億５千８百

万円（同4.6％減）となりました。 

 

（２）当期の財政状態の概況

 「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を当連結会計年度

の期首から適用しており、財政状態については遡及処理後の前連結会計年度末の数値で比較を行っております。 

 

 当連結会計年度の総資産は前連結会計年度（以下「前期」という。）に比べ23億６千２百万円増加し、482億１

千４百万円となりました。これは主として、現金及び預金の増加などにより流動資産が25億７百万円増加した一

方、投資有価証券の減少などにより固定資産が１億４千４百万円減少したことによるものであります。 

 当連結会計年度の負債は前期に比べ10億１千６百万円増加し、104億１千９百万円となりました。これは主とし

て、設備関係未払金の増加などにより流動負債が11億６千７百万円増加した一方、繰延税金負債の減少などにより

固定負債が１億５千万円減少したことによるものであります。 

 当連結会計年度の純資産は前期に比べ13億４千５百万円増加し、377億９千５百万円となりました。これは主と

して、親会社株主に帰属する当期純利益の計上23億３百万円及び配当金の支払６億７千６百万円などにより株主資

本が16億１千８百万円増加した一方、その他有価証券評価差額金の減少などによりその他の包括利益累計額が２億

５千６百万円減少したことなどによるものであります。 

 

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

 当連結会計年度における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前期に比べ20億８千２百万円増加

し、114億１千１百万円となりました。なお、当連結会計年度におけるキャッシュ・フローの状況と主な内訳は以

下のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 当連結会計年度における営業活動によるキャッシュ・フローは、前期に比べ１億９千１百万円収入が減少し、34

億３千４百万円の収入となりました。その主な内訳は、税金等調整前当期純利益34億５千２百万円及び減価償却費

11億７百万円の計上による資金の増加、法人税等の支払による資金の減少10億１千３百万円によるものでありま

す。 
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（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 当連結会計年度における投資活動によるキャッシュ・フローは、前期に比べ５千６百万円支出が増加し、５億９

千８百万円の支出となりました。その主な内訳は、有形固定資産の取得による資金の減少７億２千３百万円による

ものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 当連結会計年度における財務活動によるキャッシュ・フローは、前期に比べ１億３千２百万円支出が増加し、７

億４千１百万円の支出となりました。その主な内訳は、配当金の支払いによる資金の減少６億７千６百万円による

ものであります。 

 

（４）今後の見通し

 今後のわが国経済は、海外の景気下振れや政策動向の不安など先行きは不透明ですが、2020年東京オリンピック

開催に向けた特需などの下支えもあり内需は堅調に推移し、緩やかな景気回復が続くことが予想されます。

 このような状況のもと、2020年３月期の連結業績見通しにつきましては、売上高300億円（当期比6.8％増）、営

業利益34億円（同6.3％増）、経常利益36億５千万円（同4.2％増）、親会社株主に帰属する当期純利益24億円（同

4.2％増）を見込んでおります。

 

（５）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

 当社は、株主の皆さまへの利益還元を重要な課題のひとつと考え、将来の事業展開と経営体質強化のため内部留

保を確保しつつ、配当水準の向上と安定化を目指します。また、一方では自己株式取得に努め株主価値の増大を図

ることを基本方針としております。

 内部留保資金については、新製品の開発、コスト競争力の強化、さらなる成長に向けた基盤構築を推進するため

有効に投資していく方針であります。これらの投資が将来、収益の向上をもたらし、株主の皆さまへの利益還元に

繋がるものと確信しております。

 上記の方針に基づき、当期の期末配当金は、１株当たり18円とさせていただく予定です。この結果、年間配当金

は30円、連結配当性向は30.9％となります。また、次期の年間配当金は１株当たり31円を予定しております。

 

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

 当社グループは、当面は日本基準を採用することとしておりますが、今後の議論の深まりや同業他社のＩＦＲＳ採用

状況等を鑑みて、ＩＦＲＳの導入を検討していく方針であります。 
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

    （単位：千円） 

  前連結会計年度 
(2018年３月31日) 

当連結会計年度 
(2019年３月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 10,520,170 12,551,875 

受取手形及び売掛金 7,861,402 7,618,168 

商品及び製品 2,045,075 2,631,557 

仕掛品 1,659,413 1,677,885 

原材料及び貯蔵品 2,204,467 2,324,112 

その他 185,112 179,678 

貸倒引当金 △153 △157 

流動資産合計 24,475,488 26,983,120 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 10,908,946 11,014,716 

減価償却累計額 △7,446,315 △7,686,236 

建物及び構築物（純額） 3,462,630 3,328,480 

機械装置及び運搬具 14,435,205 14,276,352 

減価償却累計額 △12,516,556 △12,457,336 

機械装置及び運搬具（純額） 1,918,649 1,819,015 

土地 3,872,535 3,872,535 

建設仮勘定 2,056 416,281 

その他 2,820,923 2,910,337 

減価償却累計額 △2,427,241 △2,480,754 

その他（純額） 393,681 429,582 

有形固定資産合計 9,649,554 9,865,896 

無形固定資産 347,379 307,033 

投資その他の資産    

投資有価証券 11,175,283 10,841,717 

その他 204,202 216,866 

投資その他の資産合計 11,379,485 11,058,583 

固定資産合計 21,376,419 21,231,513 

資産合計 45,851,908 48,214,633 
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    （単位：千円） 

  前連結会計年度 
(2018年３月31日) 

当連結会計年度 
(2019年３月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 3,819,294 4,127,526 

未払金 636,823 683,667 

未払法人税等 580,172 686,175 

賞与引当金 513,760 625,639 

役員賞与引当金 62,716 75,657 

設備関係未払金 310,659 971,495 

その他 606,791 527,779 

流動負債合計 6,530,218 7,697,942 

固定負債    

繰延税金負債 2,342,560 2,224,059 

環境対策引当金 97,921 96,871 

退職給付に係る負債 285,350 243,388 

長期未払金 24,984 24,984 

長期預り保証金 91,429 92,281 

資産除去債務 26,230 26,230 

その他 3,433 13,305 

固定負債合計 2,871,909 2,721,120 

負債合計 9,402,127 10,419,062 

純資産の部    

株主資本    

資本金 5,933,221 5,933,221 

資本剰余金 6,803,377 6,803,377 

利益剰余金 17,979,015 19,598,194 

自己株式 △1,024,049 △1,024,461 

株主資本合計 29,691,565 31,310,333 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 5,643,764 5,464,784 

繰延ヘッジ損益 △4,737 △186 

為替換算調整勘定 429,685 359,052 

退職給付に係る調整累計額 △28,245 △39,983 

その他の包括利益累計額合計 6,040,468 5,783,666 

非支配株主持分 717,746 701,571 

純資産合計 36,449,780 37,795,570 

負債純資産合計 45,851,908 48,214,633 
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（２）連結損益及び包括利益計算書

    （単位：千円） 

 
 前連結会計年度 

(自 2017年４月１日 
 至 2018年３月31日) 

 当連結会計年度 
(自 2018年４月１日 

 至 2019年３月31日) 

売上高 27,598,789 28,084,593 

売上原価 20,306,839 20,266,703 

売上総利益 7,291,950 7,817,889 

販売費及び一般管理費 4,542,276 4,618,791 

営業利益 2,749,674 3,199,098 

営業外収益    

受取利息 22,973 23,268 

受取配当金 165,691 204,567 

為替差益 － 34,314 

雑収入 38,662 54,502 

営業外収益合計 227,327 316,652 

営業外費用    

支払利息 6,720 4,008 

為替差損 53,399 － 

雑損失 14,145 8,304 

営業外費用合計 74,266 12,313 

経常利益 2,902,734 3,503,438 

特別利益    

固定資産売却益 136 304 

投資有価証券売却益 － 49,278 

特別利益合計 136 49,582 

特別損失    

固定資産除却損 4,124 7,163 

減損損失 － 92,858 

特別損失合計 4,124 100,022 

税金等調整前当期純利益 2,898,746 3,452,998 

法人税、住民税及び事業税 875,784 1,115,936 

法人税等調整額 △56,149 △32,752 

法人税等合計 819,634 1,083,183 

当期純利益 2,079,111 2,369,815 

（内訳）    

親会社株主に帰属する当期純利益 2,014,591 2,303,099 

非支配株主に帰属する当期純利益 64,519 66,715 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 2,011,610 △178,980 

繰延ヘッジ損益 △2,007 5,036 

為替換算調整勘定 116,320 △89,833 

退職給付に係る調整額 11,759 △11,738 

その他の包括利益合計 2,137,682 △275,516 

包括利益 4,216,794 2,094,298 

（内訳）    

親会社株主に係る包括利益 4,128,002 2,046,297 

非支配株主に係る包括利益 88,791 48,001 
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自 2017年４月１日 至 2018年３月31日） 

          （単位：千円） 

  株主資本 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 5,933,221 6,803,363 16,517,795 △1,023,548 28,230,832 

当期変動額          

剰余金の配当     △546,202   △546,202 

親会社株主に帰属する当期純
利益     2,014,591   2,014,591 

自己株式の取得       △517 △517 

自己株式の処分   13   16 30 

従業員奨励福利基金拠出     △7,169   △7,169 

株主資本以外の項目の当期変
動額（純額）          

当期変動額合計 － 13 1,461,220 △500 1,460,733 

当期末残高 5,933,221 6,803,377 17,979,015 △1,024,049 29,691,565 

 

               

  その他の包括利益累計額 

非支配株主持
分 純資産合計 

 
その他有価証
券評価差額金 

繰延ヘッジ損
益 

為替換算調整
勘定 

退職給付に係
る調整累計額 

その他の包括
利益累計額合
計 

当期首残高 3,632,154 △2,915 337,823 △40,004 3,927,057 688,303 32,846,193 

当期変動額              

剰余金の配当             △546,202 

親会社株主に帰属する当期純
利益             2,014,591 

自己株式の取得             △517 

自己株式の処分             30 

従業員奨励福利基金拠出             △7,169 

株主資本以外の項目の当期変
動額（純額） 

2,011,610 △1,821 91,862 11,759 2,113,410 29,442 2,142,853 

当期変動額合計 2,011,610 △1,821 91,862 11,759 2,113,410 29,442 3,603,586 

当期末残高 5,643,764 △4,737 429,685 △28,245 6,040,468 717,746 36,449,780 
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当連結会計年度（自 2018年４月１日 至 2019年３月31日） 

          （単位：千円） 

  株主資本 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 5,933,221 6,803,377 17,979,015 △1,024,049 29,691,565 

当期変動額          

剰余金の配当     △676,805   △676,805 

親会社株主に帰属する当期純
利益     2,303,099   2,303,099 

自己株式の取得       △411 △411 

従業員奨励福利基金拠出     △7,114   △7,114 

株主資本以外の項目の当期変
動額（純額）          

当期変動額合計 － － 1,619,178 △411 1,618,767 

当期末残高 5,933,221 6,803,377 19,598,194 △1,024,461 31,310,333 

 

               

  その他の包括利益累計額 

非支配株主持
分 純資産合計 

 
その他有価証
券評価差額金 

繰延ヘッジ損
益 

為替換算調整
勘定 

退職給付に係
る調整累計額 

その他の包括
利益累計額合
計 

当期首残高 5,643,764 △4,737 429,685 △28,245 6,040,468 717,746 36,449,780 

当期変動額              

剰余金の配当             △676,805 

親会社株主に帰属する当期純
利益             2,303,099 

自己株式の取得             △411 

従業員奨励福利基金拠出             △7,114 

株主資本以外の項目の当期変
動額（純額） 

△178,980 4,550 △70,633 △11,738 △256,801 △16,175 △272,977 

当期変動額合計 △178,980 4,550 △70,633 △11,738 △256,801 △16,175 1,345,790 

当期末残高 5,464,784 △186 359,052 △39,983 5,783,666 701,571 37,795,570 
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：千円） 

 
 前連結会計年度 

(自 2017年４月１日 
 至 2018年３月31日) 

 当連結会計年度 
(自 2018年４月１日 

 至 2019年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前当期純利益 2,898,746 3,452,998 

減価償却費 976,238 1,107,374 

減損損失 － 92,858 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △87 4 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △63,292 △41,962 

受取利息及び受取配当金 △188,664 △227,835 

支払利息 6,720 4,008 

為替差損益（△は益） 2,186 △1,815 

投資有価証券売却損益（△は益） － △49,278 

有形固定資産除売却損益（△は益） 3,988 6,859 

売上債権の増減額（△は増加） △1,032,716 234,333 

たな卸資産の増減額（△は増加） 364,541 △736,840 

預り保証金の増減額（△は減少） △1,493 851 

仕入債務の増減額（△は減少） 670,421 313,085 

その他 436,790 69,476 

小計 4,073,380 4,224,118 

利息及び配当金の受取額 188,670 227,841 

利息の支払額 △6,720 △4,008 

法人税等の支払額 △628,681 △1,013,030 

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,626,649 3,434,921 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の預入による支出 △186,230 － 

定期預金の払戻による収入 177,765 16,430 

有形固定資産の取得による支出 △473,610 △723,129 

有形固定資産の売却による収入 147 881 

無形固定資産の取得による支出 △58,478 △14,803 

投資有価証券の取得による支出 △1,116 △1,123 

投資有価証券の売却による収入 － 123,446 

投資活動によるキャッシュ・フロー △541,523 △598,298 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

配当金の支払額 △546,202 △676,805 

非支配株主への配当金の支払額 △57,125 △61,970 

自己株式の取得による支出 △517 △411 

その他 △5,908 △2,742 

財務活動によるキャッシュ・フロー △609,753 △741,930 

現金及び現金同等物に係る換算差額 16,792 △12,573 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,492,164 2,082,119 

現金及び現金同等物の期首残高 6,837,702 9,329,866 

現金及び現金同等物の期末残高 9,329,866 11,411,985 
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（表示方法の変更）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用に伴う変更） 

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を当連結会計年

度の期首から適用し、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債の区分に表示

する方法に変更しております。

この結果、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」の「繰延税金資産」が277,624千円減少

し、「投資その他の資産」の「その他」が10,921千円増加しております。また、「固定負債」の「繰延税金負

債」が266,702千円減少しております。 

 

（セグメント情報等）

１ 報告セグメントの概要 

 当社グループの報告セグメントは、当社及び子会社の構成単位のうち分離された財務諸表が入手可能であり、

取締役会が経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであり

ます。 

 当社は、当社及び子会社の構成単位に分離された財務諸表に基づき、製品・サービス別に構成した事業単位に

ついて、国内及び海外の包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。当社は、「工業用製品事業」、

「家庭用製品事業」を報告セグメントとしております。 

 「工業用製品事業」は、化粧品原料、医薬中間体、樹脂添加剤、皮革油剤、植物性油脂、合成樹脂製品などの

製造販売及び仕入販売を行っております。「家庭用製品事業」は、業務用洗剤、薬用石けん液、除菌・殺菌剤、

防虫剤などの製造販売を行っております。 

 

２ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産その他の項目の金額の算定方法 

 報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。セグメント間の内部収益及び振替高は市場実勢

価格に基づいております。 

 

３ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産その他の項目の金額に関する情報 

前連結会計年度（自 2017年４月１日 至 2018年３月31日） 

            （単位：千円） 

  報告セグメント 
その他 

（注）１ 
合計 

調整額 
（注）２ 

連結財務諸
表計上額 
 （注）３  

工業用製品 
事業 

家庭用製品 
事業 

計 

売上高              

外部顧客への売上高 19,930,871 6,606,056 26,536,928 1,061,861 27,598,789 － 27,598,789 

セグメント間の内部売

上高又は振替高 
144,352 63,022 207,375 32,859 240,234 △240,234 － 

計 20,075,224 6,669,079 26,744,303 1,094,720 27,839,023 △240,234 27,598,789 

セグメント利益 1,956,358 522,370 2,478,728 270,945 2,749,674 － 2,749,674 

セグメント資産 20,352,616 3,506,321 23,858,938 2,743,891 26,602,829 19,249,079 45,851,908 

その他の項目              

減価償却費 781,841 78,251 860,092 107,411 967,503 8,735 976,238 

有形固定資産及び無形

固定資産の増加額 
578,151 104,105 682,256 74,093 756,350 596 756,946 

（注）１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産事業及び薬理・安全性試験

の受託を行う事業を含んでおります。 
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２．調整額は、以下のとおりであります。 

(1）セグメント資産の調整額は、セグメント間消去△95,619千円及び各報告セグメントに配分していない全社

資産の金額19,344,698千円であります。全社資産の主なものは、親会社での余資運用資金（現金及び預

金）、長期投資資金（投資有価証券）及び管理部門に係る資産等であります。 

(2）その他の項目の減価償却費、有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額は、各報告セグメントに配

分していない全社資産に係るものであります。 

３．セグメント利益は、連結損益及び包括利益計算書の営業利益と一致しております。 

 

当連結会計年度（自 2018年４月１日 至 2019年３月31日） 

            （単位：千円） 

  報告セグメント 
その他 

（注）１ 
合計 

調整額 
（注）２ 

連結財務諸 
表計上額 
 （注）３  

工業用製品 
事業 

家庭用製品 
事業 

計 

売上高              

外部顧客への売上高 20,323,323 6,685,999 27,009,322 1,075,270 28,084,593 － 28,084,593 

セグメント間の内部売

上高又は振替高 
158,857 63,221 222,078 32,779 254,858 △254,858 － 

計 20,482,180 6,749,220 27,231,401 1,108,050 28,339,451 △254,858 28,084,593 

セグメント利益 2,400,807 539,751 2,940,559 258,538 3,199,098 － 3,199,098 

セグメント資産 20,900,697 3,433,336 24,334,033 2,881,817 27,215,851 20,998,781 48,214,633 

その他の項目              

減価償却費 908,628 86,936 995,564 106,891 1,102,456 4,918 1,107,374 

有形固定資産及び無形

固定資産の増加額 
1,223,201 113,020 1,336,222 66,458 1,402,680 1,956 1,404,636 

（注）１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産事業及び薬理・安全性試験

の受託を行う事業を含んでおります。 

２．調整額は、以下のとおりであります。 

(1）セグメント資産の調整額は、セグメント間消去△92,582千円及び各報告セグメントに配分していない全社

資産の金額21,091,364千円であります。全社資産の主なものは、親会社での余資運用資金（現金及び預

金）、長期投資資金（投資有価証券）及び管理部門に係る資産等であります。 

(2）その他の項目の減価償却費、有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額は、各報告セグメントに配

分していない全社資産に係るものであります。 

３．セグメント利益は、連結損益及び包括利益計算書の営業利益と一致しております。 

 

 

４ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報 

前連結会計年度（自 2017年４月１日 至 2018年３月31日） 

 該当事項はありません。 

 

当連結会計年度（自 2018年４月１日 至 2019年３月31日） 

          （単位：千円） 

  工業用製品事業 家庭用製品事業 その他 全社・消去 合計 

減損損失 92,858 － － － 92,858 
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（１株当たり情報）

 
前連結会計年度 

（自 2017年４月１日 
至 2018年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 2018年４月１日 
至 2019年３月31日） 

１株当たり純資産額 1,504.65円 1,562.03円 

１株当たり当期純利益金額 84.83円 96.98円 

（注）１．潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

２．１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

 
前連結会計年度 

（自 2017年４月１日 
至 2018年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 2018年４月１日 
至 2019年３月31日） 

１株当たり当期純利益金額    

親会社株主に帰属する当期純利益（千円） 2,014,591 2,303,099 

普通株主に帰属しない金額（千円） － － 

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純利益 

（千円） 
2,014,591 2,303,099 

普通株式の期中平均株式数（株） 23,747,790 23,747,476 

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。 
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